
 
 

 

短期大学・高等専門学校卒業者等を対象とする単位積み上げ型の学位授与関係  

 

○ 355 人から学士の学位授与の申請 －令和８年度４月期申請分－ 

 学士の学位授与申請は、毎年度２回（４月期と10月期）受け付けており、令和８年度４月期において

は、短期大学、高等専門学校卒業者及び専門学校修了者等340人から、17専攻分野32専攻の区分にわ

たり学士の学位授与の申請がありました。 

 この申請に係る学位授与の審査は、令和8年５月14日（木）開催の学位審査会において、機構長から

学位授与の可否について審査の付託があり、学位審査会では、修得単位の審査及び学修成果・試験の審査

を担当する専門委員会の指定が行われました。 

 

 高等専門学校の特例適用専攻科修了見込み者については、15人から２専攻分野２専攻の区分への特例

による学士の学位授与の申請がありました。 

 この申請に係る学位授与の審査は、令和8年５月14日（木）開催の学位審査会において、機構長から

学位授与の可否について審査の付託があり、学位審査会では、修得単位の審査及び学修総まとめ科目の履

修に関する審査を担当する専門委員会の指定が行われました。 

 

  



 
 

 

＜令和８年度 4 月期学士の学位授与申請者数＞ 

 

（基礎資格別） 

基  礎  資  格 申請者数（人） 

短 期 大 学 卒 業 者 60  

高 等 専 門 学 校 卒 業 者 15 [15] 

専 門 学 校 修 了 者 226  

高 校 等 専 攻 科 修 了 者 7  

大 学 中 退 者 28  

飛 び 級 １  

大 学 卒 業 者 16  

外 国 資 格 ２  

合   計 355 [15] 

※ [ ]内は特例適用専攻科修了見込での申請者数で内数。 

 

 
 

（見込み申請者の内訳） 

区   分 申請者数（人） 

短 期 大 学 専 攻 科 修 了 見 込 者 ０  

高等専門学校専攻科修了見込者 15 [15] 

合   計 15 [15] 

※ [ ]内は特例適用専攻科修了見込での申請者数で内数。 

 

 

（専攻の区分別） 

専攻分野の名称 専攻の区分 申請者数（人） 

文学 英語・英米文学 １  

教育学 教育学 13  

社会科学 社会科学 １  

法学 法学 ２  

経済学 経済学 １  

商学 商学 １  

理学 

化学系 １  

生物学系 ２  

総合理学 1  

薬科学 薬科学 ３  

看護学 看護学 244  

保健衛生学 

検査技術科学 ５  

臨床工学 10  

放射線技術科学 ６  

理学療法学 ６  

作業療法学 ２  

言語聴覚障害学 ２  

鍼灸学 鍼灸学 ６  

口腔保健学 口腔保健衛生学 ２  

柔道整復学 柔道整復学 ２  

栄養学 栄養学 ２  

工学 

機械工学 3 [1] 

電気電子工学 １  

情報工学 ９  

応用化学 ２  

材料工学 １  

土木工学 １  

建築学 １  

社会システム工学 １  

芸術工学 芸術工学 １  

商船学 商船学 14 [14] 

芸術学 
音楽 ４  

美術 ４  

合       計  355 [15] 

※ [ ]内は特例適用専攻科修了見込での申請者数で内数。

  



 
 

 

○ 2,217 人に学士の学位を授与 －令和７年度 10 月期申請分－ 

令和７年度 10 月期に学士の学位授与申請のあった短期大学、高等専門学校卒業者及び専門学校修

了者等 2,323 人のうち、2,217 人に対し学士の学位を授与しました。 

  今回の学士の学位授与については、関係各専門委員会で行われた修得単位の審査及び学修成果・試

験の審査の結果に基づき、令和８年２月1７日（火）開催の学位審査会において審査が行われまし

た。 

 

〈令和７年度 10 月期学士の学位授与申請者数及び取得者数〉 

  専攻分野の名称 専攻の区分 申請者数(人） 取得者数(人) 

文 学 

英 語 ・ 英 米 文 学 １  １  

仏 語 ・ 仏 文 学 １  １  

歴 史 学 ８ [８] ８ [８] 

哲 学 １  １  

心 理 学 １  １  

教 育 学 教 育 学 151 [128] 142 [126] 

社 会 学 社 会 学 １    

教 養 科 学 技 術 研 究 １  １  

社 会 科 学 社 会 科 学 ２  ２  

法 学 法 学 ２  １  

経 済 学 経 済 学 ２  ２  

経 営 学 経 営 学 13 [13] 13 [13] 

理 学 

数 学 ・ 情 報 系 ５  ２  

物 理 学 ・ 地 学 系 １  １  

生 物 学 系 ２  １  

総 合 理 学 １  １  

薬 科 学 薬 科 学 ５  ５  

看 護 学 看 護 学 329 [23] 292 [23] 

保 健 衛 生 学 

検 査 技 術 科 学 12  11  

臨 床 工 学 １  １  

放 射 線 技 術 科 学 ５  ３  

理 学 療 法 学 23  19  

作 業 療 法 学 12  11  

言 語 聴 覚 障 害 学 ７  ２  

鍼 灸 学 鍼 灸 学 12   10  



 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 [ ]内は特例適用専攻科修了見込での申請者数及び取得者数で内数。 
  

専攻の区分の名称 専 攻 の 区 分 申請者数（人） 取得者数（人） 

口 腔 保 健 学 

口 腔 保 健 衛 生 学 70 [25] 70 [25] 

口 腔 保 健 技 工 学 ８  8  

栄 養 学 栄 養 学 42 [34] 39 [32] 

工 学 

機 械 工 学 310 [309] 307 [306] 

電 気 電 子 工 学 435 [434] 431 [430] 

情 報 工 学 248 [239] 238 [234] 

応 用 化 学 162 [160] 158 [157] 

生 物 工 学 17 [17] 16 [16] 

材 料 工 学 29 [29] 29 [29] 

土 木 工 学 154 [154] 153 [153] 

建 築 学 75 [73] 75 [73] 

社会システム工学 ７ [６] ７ [６] 

農 学 農 学 １  １  

家 政 学 家 政 学 13 [12] 12 [11] 

芸 術 学 

音 楽 45 [11] 39 [11] 

美 術 89 [26] 83 [24] 

演 劇 18  18  

体 育 学 体 育 学 １  １  

合      計 2,323 [1,701] 2,217 [1,677] 



 
 

 

機構認定の教育施設（各省庁大学校）の課程修了者への学位授与関係 

 

■機構認定の教育施設（各省庁大学校）の課程修了者への学位授与 

○２１人から修士の学位授与の申請－大学院修士課程相当の課程修了者－ 

 大学院の修士課程に相当する教育を行う課程として認定されている各省庁大学校の令和８年３月修了

者２１人から、修士の学位授与の申請がありました。 

この申請に係る学位授与の審査は、令和８年５月1４日（木）開催の学位審査会において、機構長か

ら学位授与の可否について審査の付託があり、学位審査会では、論文の審査及び試験を担当する専門委

員会として、水産学、看護学・保健衛生学・鍼灸学、工学・芸術工学の指定が行われました。 

各専門委員会における論文の審査及び口頭試問を経て、合格者には各大学校を通して修士の学位を授

与します。 

＜修士の学位授与申請者数＞ 

認 定 課 程 名 
専攻分野の

名 称 

申請者数
(人) 

水産大学校 水産学研究科 水 産 学 7 

国立看護大学校 研究課程部看護学研究科 

前期課程 
看 護 学 9 

職業能力開発総合大学校 高度養成課程職業

能力開発研究学域 
生 産 工 学 5 

合             計 ２１ 

 

○１１人から博士の学位授与の申請－大学院博士課程相当の課程修了者－  

大学院の博士課程に相当する教育を行う課程として認定されている各省庁大学校の令和８年３月修了

者１１人から、博士の学位授与の申請がありました。 

この申請に係る学位授与の審査は、令和８年５月1４日（木）開催の学位審査会において、機構長か

ら学位授与の可否について審査の付託があり、学位審査会では、論文の審査及び試験を担当する専門委

員会として、看護学・保健衛生学・鍼灸学、工学・芸術工学、社会科学の指定が行われました。 

各専門委員会における論文の審査及び口頭試問を経て、合格者には各大学校を通して博士の学位を授

与します。 

＜博士の学位授与申請者数＞ 

認 定 課 程 名 
専攻分野の

名 称 

申請者数 
(人) 

国立看護大学校 研究課程部看護学研究科 

後期課程 
看護学 ２ 

防衛大学校 理工学研究科後期課程 工学 ７ 

防衛大学校 総合安全保障研究科後期課程 安全保障学 ２ 

合             計 １１ 

  


